





















































































































































































































































社会科学、自然科学』第 50巻、2016年 12月）など、直近の 1年間に発表されたもの
に限定しても多数ある。
(2)  文部科学省『小学校学習指導要領』2017年 3月。



















ンマ資料」 そのものがリアリティを持っていること、 逆に言えば、 荒木紀幸らの主張
するような、「状況」を「あいまい」にした、 したがって、 責任ある判断がくだしよう











(11)  文部科学省『小学校学習指導要領』2017年 3月。







(16)  先に挙げた 3つの資料例に限らず、他の資料にも共通していたのは、物語の登場人
物（とりわけ主人公）が授業の受け手である生徒と同世代に設定されているという点
である。また、物語とまったく同じ場面・状況に置かれたことはないにせよ、普段の
生活の中で十分に起こりうる設定である。特に、「電車」という題で作成された資料は、
多くの生徒たちに身近なテーマとして受け取られるであろうことが他の受講生たちか
らも評価されている。
